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宇田まず近現代史では、
宇野重昭

・
小林弘二・
矢吹晋『
現代中国

の歴史』
（
有斐閣選曾
二一、
五

朝』
（田畑
光永訳、
サイマル出

版
会・
上
下
各一、
八O
O
円）

は、
中華民国を牛耳っ
た栄家一

族の興亡をドラマチッ
クに描い

ている。
当の中国では現在全
面否定の

文革がわが国知識人に与えた影

00円）
があり、
本轡は毛沢東
料を駆
使した共同研究である。
響は絶
大だっ
ただけに、
文革を

政治へ
の共感を禁欲しつつ
今日
五・
四
運動、
文他大革命と
中国
問う作業も続いている。
安藤正

の中国の転換を

裏ずる立
場で

文
革
や
部
体
制
分
析
か
ら

曾かれた中華人
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こ申・
20、λ民
、
3a
p

ある。
革命史に

JUY
剛ザ
説
き
て
村山出

し

際、
J

関しては、
ドイ

’

ツ人のコミンテルン軍
事顧問オ
の変革は若者に担われてきたよ
士・
太田勝洪・
辻康吾『文他大

ツ
ト1・
ブラウン
に光を当てた
うであり－
がら、
その「若
笥か

革命と
現代中国』
（岩
波新曾・

姫田光義『中国
革命に生きる』
見えない」
ことへ
のいら立
ち一
四八O円）
はそうした試みの一

（中公新書・
五四O円）
がユニ
青年革命家たちへ
の共感そ通じ
つであり、
加々
美光行『逆説と

lクな小著であり、
中央大学人
て描いているのが横山宏章『清
しての中国
革命』
（田
畑曾店・

文和学研弼所編『五・
四運
動史
末中国の青
年群像』
（＝一省蛍・
二、
五OO円）
も気魂のと
もっ

像の再検討』
（
中央大学出
版部
一、
六00円）
である。
ス
ター
た論集である。
文革受難の知識

・
四、
五OO円）
は、
巌近の資
リン
グ・
シ1
グレー
プ
『
宋王
人・
呉拾についての省
察を含む
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中嶋

「
新
人
類」
ヘ
二
つ
の
接
近

ジュ
があいついで
出版された。

一
冊
は
石川
好
著『青
春の
探
兜
ζんほれζんでしまう。
後者は

いわば
雇準レンズ」
を用い、

小林文男『中国現代史の断章』

（
谷沢
盛田房・一一、
八OO円）
も

ここに挙げておきたい。
竹内実

・
萩野惰二（編著）
『中国文学

最新事情』
（サイマル
出版会・

一、
八OO円）
は文革の苦悩の

逆証明として、
竹内実の最新エ

ツ
セI
集
『中
国随想
一
衣帯
之『中国の政治社会』
（芦
轡房
国そ静止的な文明のパlスペク

水』（蒼蒼社・一、六OO円）
と
二二、
000円）
は、
徳田
塾之
ティ
ブで考察した共同
作業とし

ともに読まれるべ
きであろう。
を主
査
として
「
中央H
地
方関
ては、
樟山紘一
（編著）
『
長江

この一
月の胡熔邦失墜という
係」
を
共同研究した成果『中国
文明と日本』
（福哉書店・
二、

政変に見られた郵小平体制下の
政治の中長
震望』
白本
国際
二
OO円）および加藤祐一一一
（編）

中国の政治経慣
動向をとらえる
問題研
兜所・
三、
000円）
と
『アジアの
都市と建築』
（鹿島

ためには、
ルネ・
デュ
モン
崩
ともに、
わが国現代中国学界の
出版会・
二、
八OO円）
を逸す

集団佑へ
向かう
水準を
知る手がかりになろう。
ることができない。
このよ
うな

中国』
（服部伸
和気弘（編著）
『明耀邦という
次元で得られる親しみ深い中国

六訳、
社会思想
男』
（蒼蒼社・一、
二OO円）
に読者みずからがアプローチす

社
ニニ、
000
も
好
タイミン
グの
出
版で
あっ
る〈工
具〉
としては、
日中
共同

円）
をまず挙げ
た。
一
時多かっ
た中国経済に関－
編集の
画期
的な『
日
中辞
典』

たい。
本曾はと
しては浜勝彦『郵小平時代の中
（小学館・
六、
八OO円）
が刊

くに農村社会の
国経済』
（亜紀曹房・
二、
八O
行された。

矛盾を鋭く描い
O円）
があり、
中野謙二
『中国

私自身の一一、
三の新著につい

ている。
邸小平
概論』
（有
斐閣選曹・一、
二
O
では
言及を
避
けたい
が、
旧著

改革の問題点を
O円）
も中国経済の

背景を
知る
『
現代中国論』
（腎
木曾店）
は

内面から扶（え
ための
好著である。
数多いビジ
この春も版を重ねた。
定価は初

ぐ）
っ
た
小島朋
ネス物のなかでは、
種担鶴岡『「中
版
こ
九六四年）
の五八O円が

11
1〉i、国市場」
の
本当の読み方』
（P
三、
三OO円にもなっ
てしまっ

政治、社会、
文
HP研問所・一、
一
00円）
が
たが、
私のはじめての著書がほ

学
｜｜中国へ
出色だ。
中国の国防問題に闘し
ぼ四
半世紀にわたっ
て読んでい

の関心は高い
て着実な研究を重ねている平松
ただげていることも、
現代中国

茂雄は最近も『中国
骸大国へ
へ
の読者の
関心の一
端を示して

の道』
（動車曾房・
三、
000
いるように思われる。

円）
を著している。

（
東京
外
大
教
揮・
現
代
中
国

右のような本が示

す激動の中
学）

観念に
過剰
な形ではとらわれた

くないという山際の
姿勢の表明

高齢化社会の
現状

現代中国を読む


